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平成4年度および平成5年度に医療機関より，依頼検査として受付した妊娠可能年齢層である20~39歳までの血清70

5検体について，風疹HI抗体保有状況を調査した．平成4年度および平成5年度ともに抗体陰性率の高い年齢層は，

ワクチン非接稲年齢群の30~34歳代であった．
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I はじめに

風疹は俗に「3日はしか」と呼ばれるように，比較的

軽症のウイルス疾患であるが，妊娠初期の妊婦が風疹ゥ

イルスに感染すると，白内障先天性心疾忠，難聴等の

いわゆる先天性風疹症候群（以FCRSと略す）の子供

が生まれる確率が高いので，社会的に重要視されるよう

になった '~2).

秋田県における近仕の風疹は，概ね4年の間隔（表l)

で流行しており，時には大規模な局地的発生がみられて

いる．風疹罹也を予防することすなわち CRSの出牛

を防ぐ日的で，昭和53年から女子中学生に対しワクチン

接種が実施されている． これらのワクチン接種群におい

てはかなり高い抗休保有率を示しているか， 30救以降の

ワクチン非接種群においては，依然，抗体保有率の低い

ことが明らかにされているJ)• このようなことから秋田

県では， CRSを未然に防止するため「秋田県風疹対策

実施要綱」を昭和56年に作成し，風疹抗体検査を実施し

ている．本報てはこれらに基っき，平成4鉗度及び5鉗

度に県内の医瓶機関から依頼された披検血泊について検

査を行ったので，その結果を報告する．

II 材料と方法

1.材料

平成4年度及び5年度に医療機関から，依頼検査とし

て受け付けした1,182検体のうち，妊娠可能年齢層であ

る20~39歳までの被検血清705検体を用いた．

2.方法

風疹ウイルス抗体価測定には，ガチョウ血球を用いた

赤血球凝集抑制試験（以下HI試験と略す）で行い，廿ll

清―|lのHAインヒビター除去はアクリノール・活性炭木

で行った．また，使用抗原は市販の風疹HA抗原（デン

カル研）を用い．抗体価の判定は 1: 8倍以上を1湯性と

した．

lil 結果および考察

表2に平成4年度，表3に平成5年度の20~39歳女性

における風疹HI抗体保有状況を示した．まず，平成4

年度についてみてみると，抗休陰性率の最も高かったの

は30~34歳の33.3％で，次いで25~29歳の15.8%, 20~ 

24歳の13.6%,35~39歳の13.5％であった．次ぎに平成

5年度をみてみると，抗体陰性率の最も高かったのは半

成4年度と同じく30~34歳の29.7％で，次いで25~29歳

の16.7%, 35~39歳の14.3%, 20~24歳の7.7％であっ

たこれら抗体陰竹者の30~34歳群は，幼児あるいは小

学生当時であった昭和34年～36年，及び40~42年以後の

風疹流行においても感染を免れるとともに，また，昭和

53仕から実施された風疹ワクチン接種時の対象年齢にも

該当せずに同年齢まで経過してきたものと思われた．一

方， 20~29歳のワクチン接種年齢群の抗休陰性率は，ヮ

クチン卦接種年齢群30~39歳の約1/2であり．また．

これまで当所で検査したワクチン接種対象外の20~29歳

までの男性では， 58.3％てあることから．女子中学生時

に行われたワクチンの効果によるものと思われた．

表4に4年度から 5年度にかけて得られたペア血清の

年齢群別風疹罹患状況を示したペア血泊を用いた風疹

抗体検査の有意上昇を見ると， 30~34歳の年齢群では妊

婦6名を含む10名に抗体の有感上昇かみられた．また25

~29歳群でも妊婦4名を合む5名に卜昇がみられるとと

もに， 35~39歳群においても妊婦1名を含む5名が血清

学的に風珍と確認された．

以上のごとからペア血泊の抗体検査や，風疹HI抗体

保有状況から依然として30歳以上のワクチン非接種年齢

群に抗休陰性率の高いことが確認された．また，ワクチ

ン接種年齢群の29歳以下に15％前後の抗体陰性率がみら

れていることから， これら抗体陰性者が今後妊娠を希望

する場合は．妊娠前に抗体保釘検査を受けることが必要

と考えられたまた， 29歳以下，及び30歳以上の既に第
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一子がいる抗体陰性者が妊娠した場合，その子供が他か

ら風疹ウイルスに感染することによって，妊娠抗体陰性

者への感染源となり得ることから，妊娠初期には十分な

注意が必要と思われた．

表1 年次別風疹患者報告数（感染症サーペイランス情報）

三
表2 20~39歳の女性における風疹HI抗体価（平成4年度）

年齢群 検体数
HI抗体価

く8 （％） 8 16 32 64 128 256 512 

20~24 44 6 13.6 1 13 6 14 4 

゜゚25~29 228 36 15.8 16 45 52 36 32 11 

゜30~34 225 75 33.3 16 36 37 35 18 5 3 

35~39 52 7 13.5 7 12 8 8 7 3 

゜計 549 124 22.6 40 106 103 93 61 19 3 

表3 20~39歳の女性における風疹HI抗体価（平成5年度）

年齢群
検体数 1<8 (%) 8 

20~24 13 l 7.7 1 

25~29 72 12 16.7 4 

30~34 64 19 29.7 10 

35~39 7 1 14.3 

゜計 156 33 21.2 15 

表4 血清検査による風疹罹患状況

年齢群 ペア血消数

20~24 6 

25~29 20 

(4) 

30~34 23 

(2) 

35~39 10 

抗体の上昇有り

2 

5 うち妊婦4

(0) 

9 うち妊姉5

(1) 妊婦

5 うち妊婦 1

（）平成5年度の件数

IV まとめ

平成4年度及ひいl屯度に1反療機関から依頼された女性

のみの血泊705検体について，風疹抗体保有状況を謁西

した．

I.平成4年度のワクチン接種灯齢群の抗体阻性率は，

20~24歳代で13.6%,25~29歳代で15.8％てあった．

また25~29歳代の仕齢群で5名が血泊学的に風疹と確

認され， うち 4名は妊娠中であった．

2.平成5年度のワクチン接柾年齢群の抗体陰性率は，

20~24歳代で77%, 25~29歳代で16.7％であった．

3. 平成4年度のワクチン非接柿年齢群の抗体陰性率は，

30~34歳か33.3％と閲く，また， この年齢群で9名か
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HI抗体価

16 32 64 128 256 512 

3 4 3 1 

゜゚25 16 10 5 

゜゚13 

2 

43 

7 10 5 o, ， 

゜3 1 

0゚。~1ロ―` 0 ^ m• → 30 24 11 

血晶学的に風疹と確認され， うち 5名は妊娠中であっ

た． 35~39歳代の抗体陰付率は， 13.5％であった．

4.平成5年度のワクチン非接種什^・齢群の抗体1陰性率は，

30~34歳代で29.7％であり， 1名かl(ll泊学的に風疹と

確認され妊娠中であった． 35~39歳代の抗体陰刊率は，

14.3％であった。

5.妊娠可能年齢脳の抗体陰性率からみて，今後またC

RSに対する高いリスクか残されているので，風疹抗

体検企と抗体陰性者へのワクチン接種等の対応が必要

と考えられた．
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